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　１本のロープに、渾身の力を込めて相手を引き寄せる綱引き競技。応援�
合戦にも熱が入り、楽しい一日を過ごした婦人スポーツ大会（８月26日）の�
一コマ。�
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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
共
に

八
月
九
日
、
第
七
回
ふ
れ
あ
い

の
集
い
「
す
ぽ
れ
く
ま
つ
り
」
が

社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
一
緒
に
参
加
し
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
共
に
楽
し
め
る
時
間
を
過
ご

し
、
交
流
・
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
二
百
人
は
、
四
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
輪
ゴ
ム
わ
た
し
リ
レ

ー
や
ボ
ー
ル
送
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
な
ど
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
交
流
会
が
行
わ
れ
、
ゲ

ー
ム
大
会
や
焼
き
肉
を
食
べ
な
が

ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

七
月
二
十
九
日
、
別
海
地
区
子

ど
も
育
成
協
議
会
主
催
で
、
西
別

川
い
か
だ
下
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
親
子
の
き
ず
な
や

子
ど
も
た
ち
の
友
情
を
深
め
な
が

ら
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験

し
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
工
夫
こ

ら
し
て
作
っ
た
い
か
だ
は
、
町
営

リ
ン
ク
横
か
ら
出
発
し
、
六
㎞
先

の
ゴ
ー
ル
ま
で
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
五
日
に
は
、
中
春

別
で
も
別
海
町
自
然
を
楽
し
む
会

主
催
の
春
別
川
ク
リ
ー
ン
い
か
だ

下
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
み
ん
な
で
自
然
に
親
し
も

う
と
子
供
か
ら
大
人
ま
で
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
い
か
だ
下
り
を

す
る
前
に
は
、
川
と
川
辺
の
ご
み

拾
い
を
し
、
そ
の
後
、
十
七
隻
の

い
か
だ
は
約
二
㎞
の
曲
が
り
く
ね

っ
た
険
し
い
コ
ー
ス
を
下
り
ま
し

た
。

故
郷
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
１

町
内
の
異
業
種
の
青
年
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
「
故
郷
ふ
れ
愛
フ

ェ
ス
タ
２
０
０
１
」
が
、
八
月
五

日
交
流
館
ぷ
ら
と
横
の
多
目
的
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
町
内
の
農
業
、

漁
業
、
商
業
と
い
っ
た
異
業
種
の

青
年
た
ち
が
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め

直
し
、
交
流
を
深
め
よ
う
と
開
か

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

会
場
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
太
鼓
演
奏
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
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別
海
町
追
悼
式

五
十
六
回
目
の
終
戦
記
念
日
を

迎
え
た
八
月
十
五
日
、
中
央
公
民

館
で
別
海
町
戦
没
者
追
悼
式
が
行

わ
れ
、
遺
族
や
関
係
者
約
二
百
人

が
参
列
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
佐
野
町
長
が
戦
没

者
へ
の
追
悼
の
辞
を
述
べ
、
正
午

の
時
報
と
と
も
に
一
分
間
の
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
列
者
は
次
々
と
献

花
し
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
平

和
の
尊
さ
を
あ
ら
た
め
て
か
み
し

め
ま
し
た
。

町
内
在
住
で
九
十
歳
に
な
る
方

を
祝
う
「
別
海
町
長
寿
賞
」
を
、

次
の
方
々
が
受
賞
し
、
長
寿
賞
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

小
川
き
よ
の
さ
ん

上
春
別
栄
町
１
１

明
治
四
十
四
年
八
月
十
七
日
生

田
口
末
藏
さ
ん

豊
原
２
１

明
治
四
十
四
年
七
月
二
十
八
日
生

「大正琴」で日本文化を体験

北方四島在住者、別海で交流
北方四島在住ロシア人訪問団40名が６月16日から17

日、別海を訪れ、施設見学やホームビジットを通して
地域との交流を深めました。
一行は６月16日に別海町に入り、老健施設すこやか、

郷土資料館等を見学。特別養護老人ホームにおいては
入所者との歌の交換を行いました。17日には町内の寺
院を見学、その後２班に分かれ、ホームビジットと地
域との対話交流会へ参加。ホームビジットにおいては
日常の日本の生活に触れ、また対話交流会においては
相互の領土問題についての意見交換を行い、両国の理
解を深めました。
７月12日から14日には、北方四島在住ロシア人青少

年11人が訪れ、町内の各家庭にホームステイして交流
を深め合いました。11歳から16歳までの青少年は中央
公民館で活動する文化サークルにおいて、大正琴や絵
手紙作成を体験することにより日本の文化に触れまし
た。
また、恒例となった学校訪問では、別海高等学校の

生徒と一緒に授業を受けたり、餅つきやバター作りを
体験。つきたての餅で作ったおしるこ、雑煮に舌鼓を
うっていました。その後、空手部の練習に参加、高校
生の模範演技を真剣に見入っていました。
２泊のホームステイを終えた青少年は、受け入れ家

庭との別れを惜しみながら、再会を誓い合いました。
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七
月
二
十
七
日
、
第
二
十
四
回

別
海
町
高
齢
者
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

町
内
各
地
区
か
ら
九
チ
ー
ム
・

八
百
人
が
参
加
。
こ
の
大
会
は
、

町
内
に
住
む
六
十
歳
以
上
の
方
々

に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦
を

深
め
健
康
を
維
持
し
、
明
る
く
楽

し
い
生
活
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う

と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

大
会
は
、
地
域
ご
と
に
九
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、
十
種
目
を
競
技
。

参
加
者
は
、
楽
し
く
健
康
的
な
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
に
先
立
ち
、
町
内

に
居
住
す
る
七
十
五
歳
の
方
を
対

象
に
行
わ
れ
た
「
別
海
町
高
齢
者

健
康
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
、
八
十
歳

で
自
分
の
歯
が
二
十
本
以
上
あ
る

方
を
対
象
に
行
わ
れ
た
「
別
海
町

８
０
２
０
運
動
」
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

【
別
海
町
高
齢
者
健
康
コ
ン
ク
ー

ル
】
▽
別
海
一
／
藤
崎
蔵
治
さ
ん

（
豊
原
）▽
凖
別
海
一
／
河
嶋
正
徳

さ
ん
（
上
風
連
）
▽
優
良
／
山
内

騰
さ
ん
（
上
風
連
）
・
野
矢
貞
雄

さ
ん
（
豊
原
）
・
小
野
寺
久
さ
ん

（
上
春
別
）

【
別
海
町
８
０
２
０
運
動
】▽
歯
っ

ぴ
い
賞
／
佐
藤
信
夫
さ
ん
（
別
海

宮
舞
町
）
・
大
内
幸
七
さ
ん
（
大

成
）

【
別
海
町
高
齢
者
親
睦
ス
ポ
ー
ツ

大
会
成
績
】

▽
優
勝
／
別
海
Ａ
チ
ー
ム
　
▽
凖

優
勝
／
中
春
別
チ
ー
ム
　
三
位
／

中
西
別
チ
ー
ム

老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

溝
口
さ
ん
は
、
十
五
歳
の
時
、

奉
公
に
一
人
で
静
岡
か
ら
北
海
道

に
来
ま
し
た
。
た
だ
働
き
同
然
に

働
か
さ
れ
、
米
一
粒
も
貰
え
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。

お
祭
り
も
当
た
り
前
の
格
好
で

な
い
の
で
恥
ず
か
し
く
て
行
け
ま

せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
サ
ー
カ
ス
が
来
る
の
で

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
、
当
日
、

親
方
に
口
実
を
作
ら
れ
、
行
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

風
呂
沸
か
し
、
鍋
・
茶
碗
洗
い
、

馬
や
牛
の
世
話
な
ど
あ
ら
ゆ
る
仕

事
を
さ
せ
ら
れ
、
夜
に
な
る
と
子

ど
も
を
オ
シ
ッ
コ
の
時
間
に
起
こ

し
て
、
便
所
へ
連
れ
て
行
く
た
め

に
、
熟
睡
し
た
こ
と
は
一
回
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

溝
口
さ
ん
は
、「
犬
死
に
だ
け
は

し
た
く
な
い
。
い
つ
か
良
い
こ
と

が
絶
対
あ
る
」
そ
う
信
じ
て
一
生

懸
命
働
い
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

身
体
が
丈
夫
だ
っ
た
の
が
幸
い
で

し
た
。

上
風
連
に
入
植
し
た
と
き
は
、

残
っ
て
い
る
の
は
ヤ
チ
だ
け
で
大

変
苦
労
を
し
、
当
時
馬
車
が
六
百

円
。
そ
の
馬
車
も
買
う
こ
と
が
で

き
ず
、
辛
か
っ
た
が
、
子
ど
も
の

顔
を
見
る
と
、
や
る
し
か
な
い
と

思
い
、
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

の
ち
に
、
郵
便
の
配
達
を
し
て

生
活
は
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
。

昔
の
こ
と
を
考
え
る
と
今
で
も

自
然
と
涙
が
…
。

現
在
は
息
子
さ
ん
達
と
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

元
気
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
発
見
　
溝
口
　
辰
次
さ
ん

明
治
三
十
七
年
八
月
十
二
日
生
ま
れ
　
九
十
七
歳
　
上
風
連
２
３
１
番
地
の
１
６

今
は
足
腰
が
少
し
弱
っ
て
、
車
椅
子
で
移
動

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
。
一
日
三
食

き
ち
ん
と
食
べ
、
食
欲
も
あ
り
、
今
の
楽
し
み

は
絵
を
描
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
雅
号
は
「
松し

ょ
う

月げ
つ

」。次
は
大
き
い
絵
を
描
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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夏休み青少年相互の交歓

◯秋田県の中学生来町
ホームステイで酪農体験
秋田県八森町の中学生５人が７月24日から27日までの４日間

別海町を訪れ、中春別の酪農家にホームスティをし各家庭の中
学生と交流をしながら酪農体験を行いました。
八森町は別海で４代にわたってアイヌ語の通訳を務めた「加

賀家」の住む町で別海町の歴史を解く貴重な資料である加賀家
文書を有する町です。
この縁で両町は、青少年の交流などを通して親交を深め、平

成６年から中学生の訪問が始まり、今年８回目の来町となります。
当町での滞在中の２泊をホームスティをして各家庭の中学生と一緒に、牛舎の清掃や給餌など初めて見る

たくさんの牛に戸惑いながらも貴重な体験をして帰郷しました。

◯「塩江町少年少女ふれあいの翼」来町
上西春別中学校訪問
香川県塩江町の中学生10人が７月30日から８月２日までの３泊４日の日程で来町し、別海町の中学生との

交流や酪農体験をしました。
別海町の友好都市である大阪府枚方市が塩江町とも友好都市である縁で、平成11年から中学生が隔年で相

互に訪問し、地元中学生と交流をしながら自分が住む町と異なる産業や文化を体験するもので、塩江町の中
学生が別海町を訪れるのは２回目となります。
訪問時、別海町は真夏にもかかわらず気温が15度前後と寒い日

が続き、連日35度を越える暑さの塩江町から訪れた団員はまず寒
さに驚きながらも、酪農研修牧場では朝４時に起床し牧場の人た
ちの指導を受けながら牛舎の清掃や給餌、子牛にミルクをやった
りと貴重な体験をしました。また、一行は上西春別中学校を訪問
し、同校生徒の歓迎を受け対話交流や学校施設の見学の他、１泊
２日のキャンプやパークゴルフをしながら交流を深め、たくさん
の思い出と友達をつくり帰郷しました。

◯「別海町少年少女ふれあいの翼」枚方市派遣
枚方市中学生と交流
友好都市交流事業「少年少女ふれあいの翼」が８月１日から５日までの日程で枚方市などを訪問し貴重な

体験とたくさんの思い出をつくり無事帰町しました。
友好都市大阪府枚方市とは平成５年から毎年夏休みに中学生

が交互に訪問し、体験学習などを通して地元中学生と交流を図
っており、今年で５回目の訪問となります。
今年の大阪は例年にも増して暑さが厳しいとのことで別海町

の中学生はバテ気味であったがキャンプや体験学習を通して枚
方市中学校と交流を深めました。
一行は、枚方市のほか、広島の原爆ドーム・平和記念公園や

京都の金閣寺・清水寺など、日本の歴史・文化にも触れることができ、有意義な夏休みとなりました。
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※8月1日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

6

９月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院総務係  1５ー2311（内線201）�

9

か　や　の�

入江夏也乃ちゃん�
（正利）�

か　ほ�

笹原　加穂ちゃん�
（伸夫）�

み  さき�

　木　美咲ちゃん�
（孝行）�

金本　朔弥くん�
（満）�

さく  や�

　　　　　小児神経外来�

９月７日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

９月10日b～９月11日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

９月25日c�

　　　担当医師　札幌医大　上村　正見医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

９月６日e～９月７日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

９月20日e～９月21日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　南辻　泰志医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

�

　  　  病院職員の募集について�

　町立別海病院では、看護婦（士）及び薬剤�

師を募集しています。�

　受付は随時行っていますので、病院総務係�

までお問い合わせください。�
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前嶋　玲衣ちゃん�
（敏浩）�

れ　い�

さく  ら�

上田　咲蘭ちゃん�
（　治）�

ともひろ�

岩口　智祐くん�
（裕昭）�

しんすけ�

福澤　辰亮くん�
（哲也）�

井上しおりちゃん�
（裕）�

上神　美幸ちゃん�
（聡史）�

み  ゆき�

井上ことはちゃん�
（裕）�

10月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

1�

2�

〃�

3�

4�

5�

9�

〃�

10�

11�

〃�

12�

〃�

16�

17�

19�

23�

〃�

24�

25�

〃�

30�

31

月�

火�

〃�

水�

木�

金�

火�

〃�

水�

木�

〃�

金�

〃�

火�

水�

金�

火�

〃�

水�

木�

〃�

火�

水�

10：00～14：30�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

12：30～13：00�

12：30～13：00�

10：00～11：00�

10：00～12：00�

16：00～17：00�

11：00～14：00�

10：00～14：00�

10：30～12：00�

11：00～14：00�

11：00～14：00�

12：30～13：00�

10：00～11：30�

11：00～14：00�

９：30～12：00�

11：00～12：30�

９：30～12：00�

９：30～12：00�

12：30～13：00�

10：00～11：30�
13：00～15：00�

10：00～11：30�
13：00～15：30

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

東 公 民 館�

母子健康センター�

母子健康センター�

西 公 民 館�

町民保健センター�

母子健康センター�

上春別地域センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

中春別団地センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

町 立 別 海 病 院�

西春別ふれあいセンター�

町民保健センター�

乳 幼 児 相 談�

乳 幼 児 相 談�

母 親 教 室�

１ 才 半 健 診�

４ ヵ 月 健 診�

乳 幼 児 相 談�

母 親 教 室�

母 親 教 室�

西 春 別 地 区 �
食生活改善講座�

別 海 市 街 地 区 �
食生活改善講座�

母 親 教 室�

上 春 別 地 区 �
食生活改善講座�

別 海 農 協 地 区 �
食生活改善講座�

３ 才 児 健 診 �

1才3ヵ月歯磨き教室�

中 春 別 地 区 　 �
食生活改善講座�

成 人 歯 科�
（歯周疾患）検診�

母 親 教 室�

成 人 歯 科�
（歯周疾患）検診�

成 人 歯 科�
（歯周疾患）検診�

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

フ ッ 素 塗 布 �
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

金
婚
の
対
象
者
を
調
べ
て
い
ま
す

町
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
め
で
た
く
金
婚
（
結
婚

五
十
周
年
）
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
御
夫

婦
を
祝
福
す
る
た
め
、
記
念
品
等
の
贈

呈
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
金
婚
を
迎

え
ら
れ
る
御
夫
妻
が
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
昭
和
二
十
六
年
に
ご
結
婚
さ
れ

現
在
別
海
町
に
在
住
の
御
夫
妻
の
方

は
、
役
場
福
祉
部
町
民
福
祉
課
社
会
福

祉
係
・
支
所
・
出
張
所
又
は
地
区
民
生

児
童
福
祉
委
員
ま
で
御
連
絡
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
係

（
内
線
２
８
５
）

無
料
で
入
浴
で
き
ま
す

北
海
道
公
衆
浴
場
業
環
境
衛
生
同
業

組
合
で
は
、
公
衆
浴
場
を
高
齢
者
及
び

十
二
歳
未
満
の
方
々
に
無
料
で
開
放
し

ま
す
。

○
実
施
期
間
／
九
月
十
四
日
（
金
）
〜

十
六
日
（
日
）
三
日
間

○
対
象
者
／
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

・
十
二
歳
未
満
の
子
ど
も

○
対
象
施
設
／
「
清
乃
湯
」
別
海
西
本

町
８
９
・
「
野
付
温
泉
浜
の
湯
」
尾
岱

沼
港
町
１
２
０

○
利
用
方
法
／
・
対
象
者
が
受
付
（
番

台
）
に
申
し
出
る
。
高
齢
者
が
介
添
え

を
要
す
る
場
合
は
介
添
者
も
無
料
。
実

施
期
間
内
は
、何
回
利
用
し
て
も
よ
い
。

※
九
月
一
日
か
ら
公
衆
浴
場
入
浴
料
金

大
人
分
が
、
三
百
六
十
円
か
ら
三
百
七

十
円
に
改
定
に
な
り
ま
し
た
。
中
人
、

小
人
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
で

す
。

問
い
合
わ
せ
／
町
民
生
活
係

（
内
線
２
９
５
）

ア
サ
ヒ
ペ
ン
ス
プ
レ
ー
塗
料
の

回
収
に
つ
い
て

平
成
二
年
十
月
に
製
造
を
中
止
し
ま

し
た
「
ア
サ
ヒ
ペ
ン
ニ
ュ
ー
ス
プ
レ
ー

黒
、
ツ
ヤ
消
し
黒
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

「
ア
サ
ヒ
ペ
ン
ミ
ニ
ー
ス
プ
レ
ー
ブ
ラ

ッ
ク
、
ツ
ヤ
消
し
ブ
ラ
ッ
ク
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
」
は
製
造
後
五
〜
六
年
を
経
過

し
ま
す
と
、
中
身
が
も
れ
た
り
、
容
器

が
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

メ
ー
カ
ー
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

も
し
手
元
に
該
当
商
品
が
あ
り
ま
し

た
ら
動
か
さ
ず
に
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル
に

連
絡
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
（
株
）
ア
サ
ヒ
ペ
ン

（
1
０
１
２
０
―
３
０
７
４
４
７
）

至計根別�
至中春別�

至中標津�

上春別市街�

至西春別�

至釧路�

国道272
折
返
し
点�

中西別市街�

一
般
道
々
中
西
別
計
根
別
線�

国道243

町道上西別幹線�

スタート・ゴール�
別海町営陸上競技場�

町道根室中部３号主要幹線� 至根室�

至中標津�

役場�
●�

主
要
道
々�

  

別
海
厚
岸
線
　�

交通規制実施にともなうお願い�
１、交通規制時間帯　10：00～14：00まで（4時間）�
２、別海→西春別間�
　別海市街地からの車は町道上西別幹線より町道根室中部31号幹線経由�
　一般道々中西別計根別線のう回路をご利用願います。�
３、西春別→別海間は片側通行（一方通行）です。�
４、厚床から西春別方面への車は町道根室中部３号主要幹線より主要道々�
　別海厚岸線を経由して町道上西別幹線のう回路をご利用願います。�
５、警察官、交通指導員の指示に従ってください。�
　　　　は、う回路　　　　は、マラソンコース�

第23回別海町パイロットマ ラ ソ ン�
第16回別海町パイロット健康マラソン�大会�10月7日（日）�

交通規制のお願い�10時00分～14時00分まで�
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歯
科
検
診（
歯
周
疾
患
検
診
）の

お
知
ら
せ

歯
周
疾
患
（
歯
槽
膿

漏
）
は
、
痛
み
等
の
自

覚
症
状
が
な
く
歯
ぐ
き

の
中
で
静
か
に
進
行
し

て
い
く
病
気
で
す
。
年

に
一
回
は
歯
科
検
診

で
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し

ょ
う
。

○
対
象
者
／
三
十
歳
以

上
の
方

○
内
容
／
歯
科
組
織
検

査
（
歯
と
歯
ぐ
き
の
状

況
を
検
査
し
ま
す
）

○
検
診
料
／
無
料

○
申
し
込
み
方
法
／
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
定
員
／
一
日
四
十
五
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

○
申
込
期
間
／
十
月
十
二
日（
金
）ま
で

問
い
合
わ
せ
／
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー

（
電
話
５
―
０
３
５
９
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
０

３
３
７
）

平
成
十
三
年
度
教
科
用
図
書

採
択
に
か
か
わ
る
情
報
公
開
・

開
示
に
つ
い
て

教
科
用
図
書
の
採
択
は
、
昭
和
三
十

八
年
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図

書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
に
よ
り

設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

根
室
管
内
で
平
成
十
四
年
度
か
ら
使

用
さ
れ
る
小
学
校
・
中
学
校
用
教
科
用

図
書
も
こ
の
制
度
に
伴
い
、
平
成
十
三

年
七
月
に
第
十
四
地
区
教
科
用
図
書
採

択
教
育
委
員
会
協
議
会
に
お
い
て
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
採
択
ま
で
の
経
過
等
に
つ

い
て
、
地
域
の
方
々
に
公
開
・
開
示
し

ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の

教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◯
開
示
期
間
は
、
小
学
校
（
平
成
十
三

年
八
月
十
六
日
〜
平
成
十
七
年
三
月
三

十
一
日
）、
中
学
校
（
平
成
十
三
年
八

月
十
六
日
〜
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一

日
）北

海
道
第
十
四
地
区
教
科
用
図
書
採

択
教
育
委
員
会
協
議
会

問
い
合
わ
せ
／
教
育
委
員
会
　
学
校
教

育
課
（
内
線
４
１
０
）

平
成
十
三
年
度「
危
険
物
取
扱
者

試
験
準
備
講
習
会
」の
案
内

第
三
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
十
月

二
十
八
日
に
、
全
道
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

根
室
北
部
危
険
物
安
全
協
会
で
は
受

験
者
の
合
格
を
目
標
に
受
験
希
望
者
に

対
し
準
備
講
習
会
を
行
な
い
ま
す
。

○
講
習
種
別
／
乙
種
四
類
（
丙
種
受
験

者
で
も
受
講
可
）

○
日
程
／
十
月
三
・
四
日
の
二
日
間

○
場
所
／
中
標
津
消
防
署
講
堂
（
中
標

津
町
丸
山
２
の
２
２
）

○
申
し
込
み
／
講
習
会
要
領
及
び
申
込

書
は
消
防
本
部
又
は
、
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。

○
締
め
切
り
／
九
月
二
十
日
（
木
）

○
費
用
等
は
講
習
会
要
領
で
確
認
願
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

¡

消
防
本
部
（
1
２
―
９
１
１
４
）

¡

別
海
消
防
署
（
1
５
―
２
１
６
１
）

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

開
催
案
内

◯
対
象
者
／
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交

付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
現
に
危

険
物
製
造
所
等
に
お
い
て
危
険
物
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
で
、
免
状
の

交
付
又
は
以
前
に
保
安
講
習
を
受
け
て

か
ら
三
年
を
経
過
し
た
者
、
あ
る
い
は

経
過
す
る
者
等
。

◯
日
時
／
十
月
十
日
（
水
）
給
油
取
扱

所
以
外
の
施
設
の
危
険
物
取
扱
者
が
対

象
（
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
二
時
三

十
分
）、
給
油
取
扱
所
の
危
険
物
取
扱

者
が
対
象
（
午
後
十
三
時
三
十
分
か
ら

十
六
時
三
十
分
）

◯
場
所
／
中
標
津
消
防
署
講
堂
（
中
標

津
町
丸
山
２
の
２
２
）

◯
申
し
込
み
／
申
込
書
用
紙
は
消
防
本

部
又
は
、
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

◯
締
め
切
り
／
九
月
二
十
五
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ

¡

消
防
本
部
（
1
２
―
９
１
１
４
）

¡

別
海
消
防
署
（
1
５
―
２
１
６
１
）

「
新
し
い
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

誕
生
し
ま
す
」

こ
の
秋
、
新
し
い
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

「
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
」
が
発
売
さ
れ

ま
す
。

賞
金
は
、
一
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

二
億
円
、
二
等
・
一
千
万
、
三
等
・
百

万
円
で
す
。
ま
た
、
こ
の
宝
く
じ
は
、

当
た
り
実
感
の
あ
る
少
額
賞
金
が
充
実

し
て
い
ま
す
。

発
売
日
は
九
月
二
十
七
日
（
木
）
か

ら
十
月
十
二
日
（
金
）
ま
で
、
一
枚
三

百
円
で
す
。
抽
せ
ん
日
は
十
月
十
七
日

（
水
）
当
せ
ん
金
支
払
い
開
始
日
は
十

月
二
十
二
日
（
月
）
で
す
。

こ
の
新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
「
オ
ー

タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
」
の
収
益
金
は
市
町
村

の
明
る
い
街
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高

齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

町の花　センダイハギ�

10／23c　９：30～正午　町 民 保 健 セ ン タ ー�

10／24d　９：30～正午　町 民 保 健 セ ン タ ー�

10／25e　９：30～正午　西春別ふれあいセンター�
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小
型
船
舶
の
登
録
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す

総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
未
満
の
小
型
船

舶
を
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
所

有
権
を
公
証
し
よ
う
と
す
る
「
小
型
船

舶
の
登
録
等
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

し
、今
後
一
年
以
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
総
ト
ン
数
二
十

ト
ン
未
満
の
船
舶
で
漁
船
、ろ
か
い
舟
、

係
留
船
、
省
令
で
定
め
る
小
型
で
小
馬

力
の
船
舶
な
ど
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
都
道
府
県
か
ら
船
籍
票
の
交
付
を

受
け
て
い
る
船
舶
は
、
登
録
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
総
ト
ン
数
五
ト
ン

未
満
の
小
型
船
舶
も
新
た
に
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

法
律
に
つ
い
て
は
日
本
小
型
船
舶
検

査
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

jci.go.jp

）
又
は
、
国
土
交
通
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.m
lit.go.jp)

で

ご
覧
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
日
本
小
型
船
舶
検
査
機

構（
1
０
３
―
３
２
３
９
―
０
８
２
１
）

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度
の

お
知
ら
せ

道
の
仕
事
に
関
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら

の
苦
情
（
ご
本
人
の
利
害
に
か
か
わ
る

苦
情
）
を
受
け
付
け
、
苦
情
審
査
委
員

が
中
立
的
な
立
場
か
ら
、
道
の
業
務
や

制
度
の
内
容
を
調
査
す
る
な
ど
、
苦
情

の
解
決
に
向
け
て
、
迅
速
に
処
理
し
ま

す
。
な
お
、
個
人
情
報
の
保
護
に
は
十

分
配
慮
し
ま
す
。

苦
情
担
当
窓
口
は
、
道
庁
の
「
道
民

相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
、
各
支
庁
に

あ
る
「
道
民
相
談
室
」
で
す
。

制
度
や
手
続
き
の
概
要
と
提
出
用
の

苦
情
申
立
書
を
セ
ッ
ト
に
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
、
苦
情
相
談
窓
口
の
ほ
か
、

道
の
機
関
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
郵
送

希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
総
合
企
画
部
「
道
民
相

談
セ
ン
タ
ー
」（
道
庁
１
階
）

〒
０

６
０
―
８
５
８
８
　
札
幌
市
中
央
区
北

３
条
西
６
丁
目
　
1
０
１
１
―
２
３
１

―
４
１
１
１
（
内
線
２
３
―
４
４
１
、

２
３
―
４
４
２
）
Ｆ
ａ
ｘ
０
１
１
―
２

４
１
―
８
１
８
１

「
障
害
者
　
自
立
へ
人
の
和

雇
傭
の
輪
」
九
月
は

障
害
者
雇
用
促
進
月
間
で
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
毎
年
九
月
を

「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
と
職
業
の
安

定
の
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
事

業
主
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
障
害
者
が
そ
の
適
正
と
能
力

を
活
か
し
た
職
業
生
活
が
送
れ
ま
す
よ

う
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
、
仕
事

を
探
し
て
い
る
多
く
の
障
害
者
が
登
録

さ
れ
、
就
職
の
機
会
を
待
っ
て
お
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
　
根
室

公
共
職
業
安
定
所
（
1
０
１
５
３
２
―

３
―
２
１
６
１
）
中
標
津
分
室
（
1
２

―
２
５
４
４
）

「
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
講
演
会
」

（
別
海
高
校
創
立
五
十
周
年
・

新
校
舎
落
成
記
念
講
演
会
）

○
期
日
／
九
月
十
三
日
（
木
）
開
演
十

三
時
三
十
分
〜（
開
場
十
二
時
三
十
分
）

○
講
師
／
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
氏

（
数
学
者
・
ジ
ャ
グ
ラ
ー
）

○
演
題
／「
人
生
を
楽
し
く
す
る
方
程
式
」

○
会
場
／
別
海
高
等
学
校
　
体
育
館

○
参
加
料
／
無
料

○
申
込
締
切
／
九
月
十
日
（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
別
海
高
校

記
念
講
演
会
事
務
局
（
漆
原
剛
）
1
５

―
２
０
５
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
２
２
６
３

町の花　センダイハギ�

第
　
回
西
別
川�

あ
き
あ
じ
ま
つ
り�

41
第
　
回
西
別
川�

あ
き
あ
じ
ま
つ
り�

41

10/8（祝）�【雨天決行】�

場所／本別海（西別川河口）別海漁協特設会場�
○主なイベント�
　さけの即売、さけのつかみどり、あさりすくい、�
　歌謡ショー　　　　問い合わせ／観光係（内線473）�
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町の花　センダイハギ�

通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次

の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。

¡

終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ

ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
（
地
）
の
税
関
、

海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な

ど

¡

海
外
の
集
結
地
に
お
い
て
領
事
館
な

ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の

う
ち
日
本
に
返
さ
れ
た
も
の

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば
か
り

で
な
く
、ご
家
族
の
方
で
も
結
構
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
根
室
税
関
支
署

（
1
０
１
５
３
２
―
５
―
８
２
５
７
）

技
能
士
の
ご
活
用
を

十
一
月
十
日
は
「
技
能
の
日
」

「
技
能
士
」
と
は
、
国
が
実
施
す
る

技
能
と
知
識
検
定
に
合
格
し
た
方
に
与

え
ら
れ
る
称
号
で
す
。

十
一
月
十
日
は
「
技
能
の
日
」
に
あ

た
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
み
な
さ

ん
が
大
切
な
仕
事
を
頼
む
と
き
は
、
そ

の
方
が
技
能
士
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確

か
め
る
こ
と
が
ま
ず
よ
い
仕
事
を
し
て

も
ら
う
た
め
の
信
用
の
目
安
に
な
り
ま

す
。技

能
士
の
事
務
所
や
自
宅
に
は
技
能

士
の
標
示
板
を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
ご
相
談
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
／
社
団
法
人
北
海
道
技
能

士
会（1

０
１
１
―
６
４
３
―
４
８
４
５
）

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

法
律
に
よ
り
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で
す
。
加
入

し
な
い
で
運
転
す
る
と
…

¡

六
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

¡

さ
ら
に
違
反
点
数
は
六
と
な
り
、
た

だ
ち
に
免
許
停
止
処
分
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・
原
付
自

転
車
は
、
特
に
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ

に
ご
注
意
を
Y

重度心身障害者・母子家庭の母と子及び乳幼児の�
医療費助成制度が10月1日からかわります�

　８月の「広報べつかい」でも10月１日改正の内容をお知らせしましたが、今回は、対象となる所得額�

をお知らせいたします。助成制度ごとに所得の額が定められこの額を超えたときは、対象外となります。�

これからは毎年６月に所得を調べ７月１日に更新されますので、税の申告は必ずしてください。�

※所得状況の調査対象者は、受給者本人、配偶者、扶養義務者（乳幼児の場合は、主たる生計維持者）�

　等の方が対象となります。詳しくは下記へ問い合わせください。�

�
◎所得の額�
�

扶養親族等の数�所　得　額�

6,287,000円�

6,536,000円�

6,749,000円�

6,962,000円�

7,175,000円�

7,388,000円�

０　人�

１　人�

２　人�

３　人�

４　人�

５　人�

※重度心身障害者の方�

扶養親族等の数�所　得　額�

2,360,000円�

2,740,000円�

3,120,000円�

3,500,000円�

3,880,000円�

4,260,000円�

０　人�

１　人�

２　人�

３　人�

４　人�

５　人�

※母子家庭等の方�

扶養親族等の数�所　得　額�

4,600,000円�

4,980,000円�

5,360,000円�

5,740,000円�

6,120,000円�

6,500,000円�

０　人�

１　人�

２　人�

３　人�

４　人�

５　人�

※乳幼児の方�

問い合わせ／医療給付係（内線484・485）�
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おめでた・おくやみ�
（７月１日から７月31日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　u松澤　永遠ちゃん（男）正　人（別　　　海）�
　u長谷川未有ちゃん（女）弘　樹（別　　　海）�
　u鈴木　るかちゃん（女）孝　幸（別　　　海）�
　u戸田　翔騎ちゃん（男）茂　伸（尾　岱　沼）�
　u川越　陽南ちゃん（女）直　也（西春別駅前）�
　u富崎　脩斗ちゃん（男）雅　人（尾　岱　沼）�
　u鈴木　希子ちゃん（女）朝　雄（上　風　連）�
　u渡部　有樹ちゃん（女）慎之助（中　西　別）�
　u小野　良弥ちゃん（男）勝　彦（西　春　別）�
　u野々村太陽ちゃん（男）晃　一（上　春　別）�
　u野月　飛佑ちゃん（男）慎　治（西　春　別）�
　u阿部　龍毅ちゃん（男）貴　宏（上　春　別）�
　u田中　美帆ちゃん（女）正　義（西　春　別）�
　u大村　　彰ちゃん（男）忠　憲（別　　　海）�
　u土田　留衣ちゃん（女）巨　人（別　　　海）�
　u橘内　月菜ちゃん（女）　求　（中　西　別）�
　u花輪　勇透ちゃん（男）大　輔（中　春　別）�
　u本田莉里佳ちゃん（女）英　雄（本　　　別）�
　u宍戸　　錬ちゃん（男）　徹　（別　　　海）�
　u半田　夏月ちゃん（女）　誠　（別　　　海）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u小椋　伸二・小崎　愛香さん　（別　　　海）�
　u上林　憲二・　地　　恵さん　（尾　岱　沼）�
　u友貞　　学・ 場　紀美さん　（西春別駅前）�
　u豊田　泰治・市橋　好子さん　（尾　岱　沼）�
　u河　　　公・川原　雅世さん　（中　西　別）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s杉内　一明さん　（７８歳）　（別　　　海）�
　s　沼　愛子さん　（７６歳）　（尾　岱　沼）�
　s柏葉美智子さん　（４７歳）　（別　　　海）�
　s丹治　コウさん　（８５歳）　（西　春　別）�
　s　野コスイさん　（８９歳）　（西　春　別）�
　sa田　ヨシさん　（７５歳）　（中　西　別）�
　s田　タミヱさん　（８２歳）　（美　　　原）�
　s安田　　孝さん　（７６歳）　（西　春　別）�
　s草替　鐡雄さん　（７１歳）　（西　春　別）�
　s山崎　チヨさん　（８７歳）　（西春別駅前）�
　s津田　益利さん　（７５歳）　（別　　　海）�
　s細谷　武男さん　（８２歳）　（上　春　別）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

町の花　センダイハギ�

産
業
祭
臨
時
郵
便
局
開
設
に
つ
い
て

別
海
郵
便
局
で
は
九
月
十
五
日（
土
）

・
十
六
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
産
業

祭
に
お
い
て
、
地
場
特
産
品
ゆ
う
パ
ッ

ク
の
引
き
受
け
、
切
手
・
葉
書
・
ふ
み

カ
ー
ド
等
の
販
売
を
致
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
ゆ
う
パ
ッ
ク
を
ご
利
用

予
定
の
お
客
様
に
は
、
ラ
ベ
ル
書
き
の

手
間
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
差

出
人
住
所
、
氏
名
を
あ
ら
か
じ
め
印
字

し
て
お
く
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

印
字
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
別
海
郵

便
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
べ
つ
か
い
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
」

贈
り
ま
す

別
海
郵
便
局
で
は
別
海
町
町
制
施
行

三
十
周
年
を
記
念
し
て
別
海
町
酪
農
工

場
で
製
造
さ
れ
た
お
い
し
い
と
評
判
の

「
べ
つ
か
い
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
さ

ん
」
を
送
料
込
み
三
千
三
百
円
の
特
別

記
念
価
格
で
発
送
し
ま
す
。

取
扱
商
品
は
バ
ニ
ラ
十
二
個
入
り
の

セ
ッ
ト
と
バ
ニ
ラ
・
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・

抹
茶
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
三
個
ず
つ
入

っ
た
セ
ッ
ト
の
二
種
類
で
限
定
三
百
セ

ッ
ト
で
す
。
申
し
込
み
期
間
は
十
月
三

十
一
日
（
水
）
ま
で
。
配
送
先
は
道
内

限
定
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
発
送

希
望
の
方
は
お
近
く
の
郵
便
局
で

自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動

実
施
中

（
重
点
実
施
期
間

九
月
〜
十
月
の
二
カ

月
間
）

あ
な
た
の
ク
ル
マ
は
、
あ
な
た
自
身

が
責
任
を
持
っ
て
健
康
管
理
し
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
が
ク
ル
マ
を
使
用
す
る
私
た

ち
の
ル
ー
ル
で
す
。

日
頃
か
ら
「
日
常
点
検
」「
定
期
点
検
」

を
し
っ
か
り
行
い
、
ク
ル
マ
に
愛
情
を

持
っ
て
接
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
運
輸
局
釧
路
陸

運
支
局
整
備
課

（
1
０
１
５
４
―
５
１
―
２
５
２
１
）

自
衛
官
を
募
集

募
集
種
目
／
防
衛
大
学
学
生

応
募
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
み
）
二

十
一
歳
未
満
の
者

募
集
種
目
／
看
護
学
生

応
募
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
み
）
二

十
四
歳
未
満
の
者

受
付
期
間
／
九
月
十
三
日
〜
十
月
十
二

日問
い
合
わ
せ
／
中
標
津
募
集
事
務
所

（
1
２
―
０
１
２
０
）
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◆
今
年
は
夏
が
終
わ
る
頃
に
暖
か
い
日

が
続
き
、
遅
い
夏
を
感
じ
ま
し
た
。
一

日
ご
と
に
秋
が
近
づ
き
、
心
地
よ
い
風

が
吹
く
季
節
と
な
り
食
欲
の
秋
が
間
近
。

▽
漁
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
秋
サ
ケ
漁
が

解
禁
に
な
り
大
変
忙
し
い
事
と
思
い
ま

す
が
、
操
業
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。
今
年
も
大
漁
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
▽
産
業
祭
、
駅
伝
大
会
、
秋
味

ま
つ
り
等
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
活

気
の
あ
る
季
節
で
す
。
食
欲
と
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
を
ご
家
族
で
大
い
に
満
喫
し
ま

し
ょ
う
。
▽
最
近
町
内
で
は
、
悲
惨
な

交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
改
め
て
交
通
ル
ー
ル

を
絶
対
に
守
る
ん
だ
と
い
う
強
い
自
覚

を
持
ち
、
お
互
い
が
交
通
事
故
の
加
害

者
、
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
安
全

運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｋ
）

◆
学
生
の
頃
、
羅
臼
町
で
昆
布
の
バ
イ

ト
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
太
陽
の
日

差
し
が
強
い
あ
る
日
の
午
後
、
海
に
入

っ
て
泳
い
だ
。
足
の
つ
く
と
こ
ろ
で
遊

ん
で
い
た
ら
、
突
然
、
ブ
ク
ブ
ク
…
。

や
ば
い
と
思
っ
た
。
溺
れ
た
の
で
あ
る
。

焦
っ
た
ら
ダ
メ
だ
と
思
い
、
冷
静
に
な

る
と
身
体
が
自
然
と
浮
か
ん
で
き
た
。

溺
れ
る
っ
て
こ
の
事
か
と
初
め
て
実
感

し
た
。
▽
毎
年
五
月
は
「
川
を
考
え
る

月
間
」。
そ
し
て
夏
に
は
、
二
地
域
で
川

下
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
私
も
先
日
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
（
川
下
り
）
を
体
験
し
た
。

川
の
横
に
生
い
茂
る
樹
木
の
に
お
い
、

水
の
音
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
体
い
っ
ぱ

い
に
自
然
を
浴
び
た
。
そ
し
て
自
然
に

負
け
る
人
間
の
弱
さ
を
知
っ
た
。
俺
は

こ
ん
な
に
弱
い
の
か
？
負
傷
し
た
小
指

が
じ
ん
じ
ん
と
鳴
り
響
く
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

反 射 材�
光るあなたの心がけ�

別海町の交通事故発生状況�
発生29件、死者４名、傷者36名�

前年同期比   （－４）　　　  （＋１）　    　（－11）　　 　�

（平成13年１月１日～８月27日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｑ　20歳の大学生です。国民年金は20歳から加入し
て保険料を納めると聞いています。私のような収入
のない学生や無職の人でも納めなければいけません
か。働き始めてからではダメですか。
Ａ　保険料は20歳から納めることになっています。
日本国内に住所のある人は20歳になったとき、国民
年金に加入して保険料を納めることになっています
ので、学生、家事手伝いや無職の方でも原則として
納める必要があります。これは老後の生活保障はも
ちろん、突然の事故や病気で障害を負ったときも保
障しようというのが国民年金の考えだからです。
ところが、一般的に学生や家事手伝いなど収入が

ない人は保険料を納めることが困難なため、世帯主
が連帯して本人の代わりに納めるのが実情となって
います。しかし、学生に対しては本人の収入が年収
133万以下であれば保険料の納付特例を受けられる
制度を設けていますので、親御さんとご相談されて
はいかがでしょうか。また、所得が低くて納める能
力のない方に対しても、申請すれば保険料の免除を
受けられる制度があります。免除制度を利用した場
合、その期間の分だけ老齢基礎年金が減額されます
ので、働いて収入を得るようになったときに追納し
て満額の年金を受け取れるようにしてください。
国民年金にこうした免除制度があるのは、収入に

かかわらずすべての人が参加できるようにするため
です。世代と世代の相互扶助という国民年金の趣旨
を理解し、保険料を納めるようにしてください。

社会保険事務相談所開設日
○日時／10月16日c 13時～17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

町の花　センダイハギ�

寄
　
付

・
別
海
町

▽
念
法
真
教
教
団
（
大
阪
府
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
全
国
有
名
地
大
陶
器
市
振
興
会
理
事

長
加
藤
泰
規
さ
ん
（
岐
阜
県
）
▽
売
場

利
国
さ
ん
（
美
原
）
▽
安
田
み
よ
子
さ

ん
（
西
春
別
）
▽
別
海
・
中
春
別
・
上

春
別
・
西
春
別
・
計
根
別
農
協
女
性
部

一
同
▽
津
田
博
夫
さ
ん
（
尾
岱
沼
港
町
）

▽
村
井
勉
さ
ん
（
別
海
新
栄
町
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

十
月
一
日
現
在
で
「
平
成
十
三
年
事

業
所
・
企
業
統
計
調
査
」
が
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
対
象
は
、
個

人
経
営
の
農
林
漁
業
を
除
く
す
べ
て
の

事
業
所
（
店
舗
、
工
場
、
会
社
、
神
社
、

仏
閣
）
で
す
。
九
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
、

知
事
が
任
命
し
た
統
計
調
査
員
が
事
業

所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
統
計
広
報
係

（
内
線
２
２
５
）

別海代表「べつかい球友」×�
和歌山県代表「レンジャーズ」�
9月22日（土） 午前10時20分試合開始予定�

場所／別海町営野球場�

ぜひ、応援に来てください。�



べつかい歳時記�

編集／別海町役場　総務部　総務課　統計広報係�
〒086-0205 北海道野付郡別海町別海常盤町280番地�
1（01537）5-2111　FAX 5-0371

○まちの人口／17,022人（－36）　男／8,479人（－26）・女／8,543人（－10）　○世帯／5,942世帯（－15）　平成13年７月31日現在�

�

別海町ホームページ　http://www.aurens.or.jp/hp/betsukai/default.htm
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�


